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研究成果の概要（和文）：メニエール病は難聴、耳鳴りなどの蝸牛症状を伴うめまいを繰り返す疾患である。そ
の原因は明らかにはなっていないが、内リンパ水腫がその症状の発生に関係していると考えられている。
内リンパ水腫の観察は難しいとされてきたが、ガドリニウム造影剤を使用したMRIを施行することで可能となっ
た。
この手法（内耳造影MRI）をメニエール病患者と健常成人に施行して内リンパ腔を比較することでメニエール病
の診断に役立つ基準を確立した。

研究成果の概要（英文）：Meniere's disease is a disease with a recurrent vertigo  accompanied by 
cochlear symptoms such as healing loss and tinnitus. The cause is still unclear; however the 
endolymphatic hydrops is thought to have the relationship with the onset of the symptoms of Meniere'
s disease.
While the observation of the endolymphatic hydrops has been considered difficult, MRI using a 
gadolinium enhancement could visualise the endolymphatic hydrops.
In the present study, we performed this new method (inner ear-enhanced MRI) on the patients with 
Meniere's disease and healthy volunteers. Then comparing their endolymphatic space, we established 
criteria useful for diagnosing Meniere's disease.

研究分野：めまい

キーワード： メニエール病　内リンパ水腫

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
メニエール病は難聴や耳鳴りを伴うめまいを繰り返す疾患である。この原因は未だ明らかになってはいないが、
内耳に発生する水腫（内リンパ水腫）が症状に関係していると管耐えられている。
本研究では内耳造影MRIを使用して、メニエール病患者と健常成人の内リンパ水腫を描出し比較することで内耳
造影MRIを用いたメニエール病診断のための指標を構築しようとしたものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
メニエール病 (MD)はめまいの中で最も有名な疾患の一つであり、正確な診断ができれば
clinical ladderに基づいて適切な治療が可能である。またその診断基準は2015年Bárány society
を中心とした各国のグループにより新たに制定された（Bárány 基準）。Bárány 基準によると、
Definite Ménière's disease は 1）20 分から 12 時間持続するめまいが 2 回以上あること、2）め
まいのある時またはその前後に低音から中音域に閾値上昇を認めること、3）その他の疾患が除
外できること、と定義されている。現代においても MD 診断は患者の現病歴や問診から得られ
た情報をもとに診断されており、客観的で定量的な検査方法に乏しい。このことは経験の少ない
非専門医にとって正確な診断を困難としている可能性がある。実際 Grill らは primary care unit
のめまい患者のうち 40-80%は正確な診断、治療がうけられていないと報告している。問診、経
験のみに頼らずに正確な診断が可能となる客観的な診断方法の確立が望まれる。 
1938 年に山川と Hallpike がそれぞれ MD 患者の側頭骨標本から内リンパ水腫の存在を発表し
て以来、内リンパ水腫は MD の症状に関係があると考えられている。内リンパ水腫の存在を推
定する検査として、蝸電図やグリセロール試験、フロセミド試験、フロセミド VEMP などが施
行されてきたが、内リンパ腔を画像的に評価することは難しかった。しかし 2006 年に長縄らが
世界で初めて MRI を用いて内リンパ腔を描出することに成功し（内耳造影 MRI）、2009 年に中
島らが内リンパ水腫の評価基準を確立したことで、内リンパ腔、内リンパ水腫の程度を評価する
ことが可能となった。MD の患側耳における内耳造影 MRI の陽性率は 80％程度と他の水腫推定
試験と比較して高く、内耳造影 MRI は MD の診断に有用である可能性が示唆される。 
客観的なメニエール病の診断基準の構築がメニエール病の正確な診断、治療には必要と考えら
れる。 
 
２．研究の目的 
内耳造影 MRI によりメニエール病患者の内リンパ水腫を描出することでメニエール病の鑑別診
断が可能かを検討する。また得られた内耳造影 MRI を 3 次元構築し内リンパ腔容積を測定する
手法を応用し、メニエール病と診断しうる内リンパ腔容積の基準を策定する。 
 
３．研究の方法 
Barany 基準をみたす一側メニエール確実例を対象とし内耳造影 MRI を施行する。また対照群と
して、めまい、難聴等の外耳、中耳、内耳疾患や頭蓋内疾患のない健常成人に対しても内耳造影
ＭＲＩを施行する。本研究は奈良県立医科大学医の倫理委員会で承認されている。 
MRI にはシーメンス社の 3 テスラ MRI，32 チ ャンネル頭部コイル（MAGNETOM Verio；Siemens， 
Erlangen, Germany）を採用した。造影剤は通常量（O.2 ml/kg or O.1 mmol/kg）のガドリニ
ウム造影剤（マグネスコープ®；ゲルベ・ジ ャパン，東京）を使用し，経静脈投与 4 時間後に MRI
を撮影した。撮像条件は長縄らの報告の通りに行った。外リンパ腔と内リンパ腔の両方をあわせ
て評価するために T2－SPACE 画像 を，外リンパ腔を評価するための外リンパ陽性画 像（PPI）
として hT2W3D－FLAIR（TI, 2250 ms），内リンパ腔を評価する内リンパ陽性画像 （PEI）として
hT2W3D－FLAIR（TI, 2050 ms） を作成し，PPI－PEI 画像を得た。この画像では閾値が 0 以下の
領域は内リンパ腔と考えられている。 
得られた画像を workstation（Virtual Place; Aze, 東京）に取り込み 3 次元構築し、内耳全体
の体積、内リンパ腔容積を測定した。内耳体積の個体差、左右差の影響を最小限とするために、
内耳体積における内リンパ腔容積の割合 (ELS 率)を算出した。得られたデータから ROC 曲線を
描出、感度、特異度を算出した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
蝸牛内の ELS 率は MD では 22.5％ (中央値）でコントロー
ルでは 8.2％であった。前庭内の ELS 率は MD では 19.5％
でコントロールでは 16.3％であった。半規管内の ELS 率
は MD では 19.5％、コントロールでは 11.7％であった。蝸
牛、前庭、半規管のすべてにおいて ELS 率は MD 症例がコ
ントロールと比して有意に大きい結果となった 
(p<0.001, Mann-Whitney U test)。MD とコントロールの
ELS 率を用いて描出した ROC 曲線からは、感度が 0.84、特
異度は 0.94、area under the curve (AUC)は 0.92 という
結果が得られた。 

本研究の方法はメニエール病の診断に有用であると推測

される。 
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